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（一）
久生十蘭はフランス留学から帰国後，『新青年』編集長水谷準の要請を受けて，まずトリスタン
ベルナールのコントを三翻訳した（同誌1933年12月号）。一部に疑問の残る解釈は見られるが
（注1），
訳文自体はこなれて原作のおもしろさを生かしており，英米文学系の多い『新青年』執筆陣のなかで
フランス派として認知された。その結果，間をおかずに1934年1月号から「ノンシャラン道中記」
の連載（8月号まで8回）が始まることになる。掲載時はノンフィクションの扱いであったが，内容的
には留学体験をもとにしたスラプスティックコメディであり，これは一段と創作色を濃くした「黄
金走曲」（1935年7月号から12月号まで6回連載）の誕生につながった。
「金狼」は「黄金走曲」の連載終了後に半年の準備期間をおいて，翌36年7月号から連載開始
（11月号まで5回）となる。周知のとおり久生十蘭の筆名がこのときはじめて使用された。前二作とち
がって本作品は，探偵小説雑誌として定評のある『新青年』の常連作家や愛読者を意識したミステリ
ロマンであった。
執筆当時三十代なかばの十蘭は，本来の志である演劇活動を断念していたわけではなかった。しか
し，フランスから帰国後主要な演劇活動の場であった築地座は，1936年の2月に解散していた。築
地座の中軸，友田恭助田村秋子夫妻を指導してきた岸田國士は，俳優を育てるところからはじめる
べく，あらたに演劇研究所を開設し，十蘭＝阿部正雄はその講師であり事務担当役でもあった。だが，
この研究所も実質的な活動はわずか数か月で，10月には解散となる。この間，岸田の推薦で明治大学
文芸科講師として演劇論を講ずることもあったが，直接的な演劇活動からは後退したかたちであった。
それにたいして，執筆活動は徐々に本格化の動きを見せはじめ，「金狼」執筆にあたり熟慮をかさ
ねて筆名を決めたのもそうした流れのなかにあった。「金狼」連載終了から2か月後の1937年1月号
に「黒い手帳」を発表し，さらに『新青年』以外の雑誌にはじめて発表した創作が「湖畔」（『文藝』
5月号）であった。初期十蘭の代表的短二作が読者のまえに提出されたわけであり，作家としての
充実を自覚したかのように同年10月からは初の長「魔都」の連載が始まる。レオンサヂイ『ジ
ゴマ』，ピエールスーヴェストル，マルセルアラン『ファントマ』，ガストンルルウ『ルレタビ
ーユ』の翻訳翻案をたてつづけに発表したのもこの時期であった。
以上のような経過を見ると，あえて筆名を名のるにいたったのには必然性があり，いわば創作家と
しての覚悟を示したといってよかった。ミステリジャンルのまとまった作品を，晴れの舞台である
『新青年』に連載するにあたって，十蘭はさまざまに想を練ったはずである。そのときに彼の脳裏を
よぎったのがピエールマッコルラン（PierreMacOrlan 1882年～1970年）「真夜中の伝説」La
TraditiondeMinuitであった。
―89―
学苑 総合教育センター国際学科特集 No.883 89～96（20145）
PierreMacOrlan LaTraditiondeMinuit
と久生十蘭「金狼」
江 口 雄 輔
〔研究ノート〕
（二）
十蘭の遺品としての蔵書には，刊行時にパリで購入したと思われる「ファントマ」シリーズをはじ
めとして多くのフランス図書があり，調査の結果，そのなかの一冊としてPierreMacOrlan La
TraditiondeMinuit（LesEditionsdeFrance社 1930年刊）が含まれていた。十蘭本人の手になる
ものか確証はないが，同書には簡単な書き込みやアンダーラインが見られる。その刊行年からすると，
彼のフランス滞在中（1929年～1933年）に読んでいた可能性はじゅうぶんにある。というのも，マッ
コルランは1921年の「女騎士エルザ」LaCavaliereElsaで現代的ジャンヌダルクというべきヒ
ロインをファンタスティックに描いて注目され，若きアンドレマルローやレイモンクノーらの絶
賛を博して，いわゆる両大戦間期に著名な作家であったからだ。また，マッコルランは，パリジャン
としての十蘭が購読していたのか作品中でも紙名を引用する日刊紙L・Intransigeant紙やParis-Soir
紙の常連的な寄稿家でもあった。おそらくこうして4，5年前の読書体験をもとに，「金狼」構想時に
書架からこの本を抜き出して再読したのであろう。
いずれにしても「金狼」はマッコルランのLaTraditiondeMinuitを下敷きにして，まさに換
骨奪胎，十蘭的世界を展開したものである。マッコルランの作品では「女騎士エルザ」，「地の果てを
行く」LaBanderaや「恋する潜水艦」U-713oulesgentilshommesd・infortuneが翻訳されてい
る（注2）が，筆者の知る限りLaTraditiondeMinuitは邦訳されていないので，かりにタイトルを
「真夜中の伝説」としておく（注3）。この作品と「金狼」との関連については，すでに『定本久生十蘭
全集』第一巻（国書刊行会 2008年刊）の解題で明らかにしたが，その際に言及しきれなかった点が
あった。それに関して，日本比較文学会第50回記念東京大会（2012.10.20）におけるシンポジウム
「ミステリージャンルと比較文学の方法」のパネリストのひとりとして発言したことがある。本稿
は，それをもとに加筆したものである。
まず，LaTraditiondeMinuitの主要登場人物を簡単に紹介しておこう。
シモンサンティエリ，自己紹介では，両親はフランス人だがスペインのバルセロナ生まれの35
歳。パリで医学を学び，のちバルセロナにもどるが，ジャーナリスト志望のためパリ再訪を果たした
ことになっている。しかし，これとはべつの顔をもっており，ストーリーの展開とともに明らかにさ
れていく。マリ＝シャンタルフォスーズは，フランス東部の都市ナンシーの薬剤師の娘で27歳。
19歳の時に父親が出奔し，母親がその翌年に亡くなったので，ひとりパリに出てきて歌手となった。
この二人がヒーローとヒロイン役を務めることになる。
彼らの周辺にいるのが，骨董店の経営者でじつは当該事件を担当している警察の捜査官エロワミ
ュテル，第一次世界大戦に出征して負傷し，兵役免除後に夕刊紙の記者となったリュシアンフラオ
ー，ダンスホール「パピヨン」の常連となっている労働者のルイフレポン，以前バルセロナでシモ
ンと密輸関係の仕事をした仲間で，今回の事件にも関係しバルセロナからパリへ，さらに南米への逃
亡を図るジュアンオルティロピッツなどの人物である。「パピヨン」の経営者で惨殺されたノエル＝
ル＝カイド（ノエル親方）は，人身売買で莫大な利益をあげたことのある男，という設定だ。
以上の人物を中心として，マッコルラン作の梗概はつぎのとおりである。
市電から降りたシモンがパリ16区のはずれの庶民的なダンスホール「パピヨン」へ入る。先客は
―90―
エロワとリュシアン，途中でルイが入って来たかと思うと出ていく。マリ＝シャンタルも入って来て
客となる。五人はともに初対面，遺産相続にからんで電話や手紙によるめいた呼び出しを受けて
「パピヨン」に集まったのだ。しかし呼び出し人は現れず，店の主人を呼ぼうと二階へ上がると店主
のノエル＝ル＝カイドは惨殺されていた。
警察で各人が事情聴取された日の夜，ルイをのぞいた四人はいっしょに食事をし，それ以来，たが
いに日常的な交流をもつようになる。そのうちにシモンは，マリ＝シャンタルに偽造の警察手帳を見
せて自分の身分を明らかにしたことにし，求婚する。二人は結婚して，公務と新婚旅行を兼ねると称
するシモンの申し出でバルセロナへおもむく。二十日間の滞在中，彼はジュアンと会って密輸がらみ
のあらたな仕事の話をもちかけるが，とりあってもらえなかった。
パリにもどると，シモンはそれまでのアパルトマンからの転居を提案する。彼の行動と収入に不信
感をもったマリ＝シャンタルが警視庁へ問い合わせると，シモンという人物は在籍していないことが
判明する。二人がアパルトマンをリュシアンにゆずって安ホテルへ移ったときに，マリ＝シャンタル
はシモンの職業についての虚偽を暴露する。しかし，あえて彼女から彼との共同生活を崩すことはな
かった。
事件後二年ちかく経過したころ，突然ジュアンがシモンを訪ねて来たが，逃亡資金貸与の申し入れ
でしかなかった。シモンに定収はなくマリ＝シャンタルとの生活は貧窮の度を深めていく。彼女は新
聞記事で，ジュアンがノエル＝ル＝カイド事件の犯人のひとりと断定され警察に尾行されたあげく，
銃撃戦で死亡したことを知る。だが，この報道には驚かなかった。事件の発端となった電話の呼び出
しの声がシモンであることをマリ＝シャンタルは確信していたから，彼を訪ねて来たジュアンもこの
事件にかかわって追いつめられた結果だと思ったのだ。
シモンはマリ＝シャンタルとの破局，訣別も覚悟するが，彼女は結局シモンと行動をともにするこ
とを選択する。ホテルを追われた二人は霧の夜のなかにさまよい出た。深夜，歩き疲れてうたた寝す
るマリ＝シャンタルのかたわらで，シモンは，いままで自分がたどってきた半生を振り返り，ノエル＝
ル＝カイド殺害場面まで回想する。しかし，その背後にはすでに警察の追及の手がのび，エロワをふ
くむ捜査官たちと撃ち合ったシモンは銃弾に倒れ，マリは囚われの身となった。
こうした登場人物とストーリー展開を見ただけでも，LaTraditiondeMinuitと「金狼」の関係
は明らかである。「金狼」のヒーロー久我千秋とヒロイン雨田葵はシモンサンティエリとマリ＝シ
ャンタルフォスーズに重ねられる。乾峯人はエロワミュテル，西貝計三はリュシアンフラオー，
古田子之作はルイフレポン，山瀬順太郎はジュアンオルティロピッツとなり，絲満南風
は え
太郎すな
わちノエル＝ル＝カイドである。主要な人物配置はマッコルラン作から借りている。ただし，「金狼」
の乾峯人は久我と山瀬の正体を知って警察に密告する人物だが，じつは犯行の黒幕的存在でうしろ暗
い顔をもっているのにたいして，マッコルラン作のエロワミュテルは同じ骨董店主を装ってもその
正体は対照的で，警察関係者である点は大きく異なる。さらに，役割の大きさから考えても朱砂ハナ
と鶴
チル
という人物造形は「金狼」独自のものとなっている。
この点は，十蘭が『新青年』という発表媒体を考慮してミステリ性を重視した結果である。La
TraditiondeMinuitもめいた連絡で集められた五人の戸惑いと殺人事件を発端として，最後に
シモンの口から真相が述べられるので，ミステリのかたちをとっていることはたしかだが，物語の進
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行のなかでいわゆる伏線のようなものは見られないし，登場人物が探偵役となって，緻密な推理を展
開するような箇所も見られない。むしろ，やや感傷的色彩に染められたフランスのロマンノワール
にちかい雰囲気を帯びている。
いっぽう「金狼」であるが，さきに引いたマッコルラン作の梗概冒頭部分と比較してもわかるよう
に，人名，地名の固有名詞が異なるだけで物語の大枠は共通している。つまり，市電から降りた久我
は，越中島から枝川方向へ歩いて「10銭スタンド那覇」へ入る。先客が乾と西貝，その細部にわた
る特徴，たとえば酒焼けの赤鼻とか小官吏風とかネズミを連想させる風貌とか，そうした特徴までも
引き写されている。途中で古田が入って来たかと思うとすぐ出ていき，入れ替わりに雨田が入店して
客となる。五人ともやはり初対面，遺産相続にからんで電話や手紙によるめいた呼び出しを受けて
半信半疑で「那覇」に集まって来た。しかし当の呼び出し人は現れず，店の主人を呼び起こそうと二
階へ上がると，店主絲満南風太郎は惨殺されていた。
なぞられたように共通しているのは以上の発端だけではない。主人公が偽造警察手帳を提示してヒ
ロインと結婚することも，さらにスペインと関西の違いはあるがその後の二人の旅行という枠組みも
重なってくる。こうした傾向は，作品末尾の二人の逃避行とヒーローの死まで受け継がれている。し
かし，先行作品を下敷きにしたといっても，パリ16区のはずれにたいして，越中島という地名が作
品展開におけるひとつのトポスとしてなかなか効いているし，バルセロナとパリにたいして，絲満と
東京が対置され，被害者絲満南風太郎が沖縄出身で北海道の築港工事に故郷から労働者を斡旋して暴
利をむさぼったという設定に，同郷の朱砂ハナと鶴がからむ 沖縄という軸もこの作品ではきわめ
て巧みに生かされた。沖縄絲満を結節点とした登場人物たちは，マッコルラン作のノエル＝ル＝カイ
ドよりもはるかに実在感をもって生動している。
さきに述べた十蘭によるミステリ性の重視という点でも，LaTraditiondeMinuitと「金狼」の
相違は明確である。「金狼」では，殺人事件の容疑者でもある五人が日常的な接触や交流をつづけな
がらたがいに疑惑を払拭しきれずに相手の行動と心理を推理する場面もあれば，マッコルラン作には
見られない人物つまり新聞記者の那須が錯綜する事件のに関して本格的な推理を試みる場面，ある
いは自分が無実であることについての久我本人による説明場面などがあり，当時の探偵小説雑誌『新
青年』読者の期待にじゅうぶん応えるだけの論理的展開を披露している（注4）。
さらに両作品の犯人像についても，十蘭は独自の展開を案出してマッコルラン作との相違を際立た
せている。シモンサンティエリが最終場面でみずからの無軌道な半生を振り返りついには人を殺め
るにいたったことを思うのにたいして，「金狼」では特異な登場人物である鶴が真相を明らかにして，
ミステリとしての解きを果たす。しかしその直後に彼女は殺害され，真相が闇に葬られる可能性を
残して，探偵小説的な幕切れは肩透かしを食わされることになる。あえて固定的なジャンルの枠を突
き崩す十蘭らしい試みであり，おなじような趣向は「黒い手帳」の結論部分でも看て取ることができ
よう。
マッコルランの手になる先行作品を，十蘭は構成上どのように取りこんで「金狼」を組み立て，ま
たそこにいかに独自性をもたせたのかを見てきた。次章では両作品の相違と通底する部分をいまいち
ど，主人公シモンサンティエリと久我千秋の比較を通して検討してみたい。
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（三）
シモンサンティエリはバルセロナ時代に密貿易を組織的に行うグループに属し，ノエル＝ル＝カ
イド殺害もその犯罪集団のなかでの行動であった。霧の深い夜，マリ＝シャンタルと最後の逃亡をし
ながらみずからの来し方を振り返る彼の思いにはいささか感傷的な気味があるが，読者につかの間の
真実を感じさせるのもたしかである。それというのもマッコルランは，作中で何度か第一次世界大戦
の前と後を比較して，戦後の意味を強調しているからだ。たとえばノエル＝ル＝カイド惨殺事件は，
発生直後のセンセーショナルな受け止め方にも拘わらず，すぐに世間から忘れ去られそうになるのだ
が，世界規模の戦争によって人が殺されることにたいして抵抗がうすれた時代の空気，倫理観の麻痺
を，マッコルランはそこに匂わせている。
よく知られているように第一次大戦は人類史上初の世界戦争として，無差別大量殺戮を日常化し，
3700万人の犠牲者，フランスだけで150万人の死者を数えた。しかも一時はバラ色の未来を約束す
ると思われた科学技術の発達，その成果が爆撃機，戦車，潜水艦，毒ガスなど近代的最新兵器による
無差別大量殺戮であった。この衝撃的事実とそれを戦場で，とりわけ過酷きわまりない塹壕戦でじっ
さいに経験した人々の思いは，われわれの想像以上に深刻広範な影響を戦後社会におよぼしていった。
マッコルラン自身も32歳で召集され，二年後に北フランスの故郷ペロンヌちかくの激戦地で負傷し
除隊した経験をもっている。
戦後社会とはすなわち第一次と第二次の世界大戦にはさまれた時代である。フランスでは les
Anneesfoles（狂騒の時代）と称された1920年代を経て，29年のニューヨーク株式市場の大暴落か
らはじまった世界恐慌がまだフランスにまでおよばない数年間は平穏なひとときであった。しかしす
ぐに失業者の急増，銀行の倒産があいつぎ，十蘭が「 犂
カラスキー
氏の友情」でとりあげている現職大統領
ポールドゥメールの暗殺事件まで発生した。そしてあらたな破壊と大量殺戮の気配がただよい始め
た時代であった。
ミステリとの関連に注目すれば，内田隆三『探偵小説の社会学』などにすでに指摘されているとお
り（注5），1929年のヴァンダイン「僧正殺人事件」や1936年のアガサクリスティ「ABC殺人事
件」のように，第一次大戦後には無差別連続殺人を描いた古典的作品が生まれている。殺害の動機が
犯人の内面に無いわけではないが，結果的にはマザーグースとか列車の時刻表にもとづいて恣意的
に誰でもよい誰かがつぎつぎに殺害されていく。たとえフィクションのうえとはいえ，そこに世界大
戦の大量無差別殺戮のアナロジーが見られるわけである。
これらミステリ史上有名な二作品は時期的にLaTraditiondeMinuitと「金狼」にちょうどか
さなっている。LaTraditiondeMinuitは刊行が1930年で「僧正殺人事件」の一年後であるが，
作品末尾にはDecembre1929（1929年12月）と明示されているし，「金狼」の発表年は「ABC殺人
事件」とおなじ1936年である。犯罪者シモンサンティエリの背景には，このような第一次大戦後
の狂乱の時代を生きる青年層の不安とアナーキーな雰囲気があるように思われる。
いっぽう久我千秋は，1927年に中国の漢口でじっさいに開催された汎太平洋労働組合会議に参加
した左翼活動家で，中国を十年間放浪して日本にもどってきたという設定になっている。帰国を知っ
た元同志から無政府共産党の活動資金獲得のための銀行強盗をもちかけられ，それに加担したが失敗
して逃亡中の身である。この銀行強盗事件は1932年に特高スパイの挑発によってじっさいに共産党
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員が実行犯となった 赤色ギャング事件や，「金狼」発表の前年，銀座街頭での逮捕劇となって社
会的にさわがれた銀行強盗のアナーキスト系 黒色ギャングをモデルにしていると推測される。こ
うした事実と直接関係はないが，当時共産党の武装蜂起方針の指導者で中国にわたったことのある田
中清玄と若き十蘭＝阿部正雄は，故郷函館で少年時代交友関係にあったことが知られている。そのよ
うな久我が逃亡中の東京でめいた呼び出しを受け，殺人事件に巻き込まれるというストーリー展開
には，やや無理があるといわざるを得ないが，久我自身は主人公として否定的に描かれてはいない。
「金狼」が連載された1936年といえば，いうまでもなく2.26事件勃発の年であり，翌37年は盧
溝橋事件から日中戦争へと雪崩落ちていくときである。久我は中国放浪中に，無為のみが人間の精神
を自由にするというアフォリズムを得た，とされているが，妻となった雨田葵にたいして繰り返す
「我々の文法に必要なのは現在形と未来形だけだ」という言葉とともに，裏付けのないまま自分たち
に言い聞かせているふうである。
第一次大戦の戦後が終わりふたたびの戦前の気配濃厚のなかで，久我は追求してきた政治行動より
も雨田との二人の世界をまっとうしようとする。最終場面で彼は銃弾を受けて落命するが，雨田は警
察に拘束され，久我の心情をんだかのように監房のなかであとを追って縊死する。彼女の表情は十
蘭らしくストレートに「こんな幸福さうな死顔つてあるものだらうか。唇のはしをすこし曲げ，まる
で笑ひをこらへてゐるやうなあどけない顔つきをしてゐた。のぼりかけた朝日が，その横顔を桃色に
染める……」（注6）と表現されている。
「金狼」では久我の死のあと，作品に終止符を打つこの場面のまえに，さきに述べた鶴が乾峯人と
朱砂ハナを弾劾しつつ事件の真相を暴露する場面が挿入されている。マッコルラン描くシモンサン
ティエリが司直に追いつめられる直前に，自分のいままでを回想することによって，作品のはじめに
提示されたに回答をあたえるのとは対照的である。そしてマリ＝シャンタルが，警察の追及を逃れ
ようとしかけたのをあきらめて，抵抗することなく捕えられたところで幕切れになるのも十蘭作とは
対照的である。「金狼」のこうした大団円部分は，この作品が『新青年』掲載にふさわしい探偵小説
としての形式を踏襲すると同時に，十蘭作品の一系列をなすいわゆる 純愛ものに変奏されたいわ
ば道行であることをも示している。
このシモンサンティエリと久我千秋という二人の主人公を見てみると，片や殺人をも辞さぬ犯罪
者であり，もういっぽうは殺人事件に巻き込まれた思想犯とはっきり異なっているが，むしろ両者と
もに共感をもって描かれ，その筆致は共通しているようだ。両大戦間期を生きる人々，とくに青年層
の絶望や不安，虚無的な空気をマッコルランは体感して作品化したわけだが，おなじ時期にパリの空
気を吸っていた十蘭＝阿部正雄はLaTraditiondeMinuitに親密なものを感じて記憶にとどめて
いたのであろう。両大戦間期という時代意識にどこか二人が共振するところがあったと思われる。そ
のうえで，の提示と解決というミステリの構造的特徴をLaTraditiondeMinuitから借りて，
さらに目の前の日本の現実を織り込み，「金狼」という作品が生まれたのだ。
ただ，この作品の評価については毀誉褒貶さまざまであり，三一書房版『久生十蘭全集』の編者中
井英夫は，当初本作を採録しない方針であったが，読者からのつよい希望もあって最終の第七巻
（1970年刊）におさめることになった。中井の評価も無理からぬ点があり，マッコルラン作に引っ張
られたのか，とくに作品の構成に不自然なところが見られ，作者本人もさらなる改稿彫琢を考えてい
たといわれる。しかし他方では評価する声もあり，現代歌人塚本邦雄が結びの部分を引用して「定型
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詩の連用形切れに似たこの儚い終りやう。句点なしの最終句は溶け滲んで，あたかも死者と共に 彼
方に消え，読者をも巻添へにする趣がある」と熱っぽく支持したことが知られている
（注7）。
作品の評価は別として，LaTraditiondeMinuitと比較することによって理解しておかなければ
ならないのは，「金狼」というテクストの生成が，これ以降の十蘭的テクストの生成に示唆をあたえ
たという点である。十蘭読者ならばすでに承知していることだが，スタンダールの「カストロの尼」
を念頭に「うすゆき抄」を書きあげたあと「贋作趣味から卒業して，小説らしきものの領域に一歩踏
みこんだ」と十蘭は述懐したことがある（注8）。その意味では「金狼」執筆時はまだ 贋作趣味の
域を出ないのであろうが，マッコルラン作を換骨奪胎する過程で，その骨法をみとるところがあっ
たにちがいない。だからこそ，その後の「ファントマ」などの 翻訳翻案において，原作を下敷
きにしつつもみずからの設計図どおりに作業をすすめ，原作とおもむきを異にする文体ともども独特
の十蘭版ファントマジゴマルレタビーユを世に問うことができた。さらにその延長線上に，「フ
ァントマ」シリーズの一作品を跳躍台として初の本格長「魔都」が生み出されたのである
（注9）。
これら以外にも，十蘭にはフランスの先行作品をもとにした「無月物語」や「真説鉄仮面」があ
り，ルイージピランデルロ「エンリコ四世」を下敷きにした「刺客」「ハムレット」や日本の先行
作にもとづいた「新版八犬伝」や「無惨やな」などもある。先行作品と巧みにハイブリッドすること
により，あるいは先行作品の秩序を壊すことにより，十蘭はさらに独自のあたらしい世界を作り出し
ていく。
しかも，このようなテクストの生成運動は，先行するものが自分自身の作品の場合にも見られるよ
うになる。その運動はより発展的に細分化され四パターンにまとめられている（注10）。すなわち，既
発表の自作品に表現的な磨きをかける「彫琢」，ストーリーの大枠を維持しつつ別作品とする「変奏」，
先行作品のエピソードを新作に埋め込むことにより小説を豊饒化する「嵌入」，すでに自作の一部で
もちいたエピソードを独立させて短小説とする「抽出」である。いずれにせよ既出の先行テクスト
の変成展開であり，場合によっては突然変異であり，その意味するところについてはたとえば「嵌入」
による 型化が物語の飛躍をうながす面があることが指摘されている
（注11）。先行作品との藤は
かならずしも完璧な完成につながるとはかぎらず，むしろ動的エネルギーを帯びてことばを活性化す
ることになる。
十蘭的テクストの生成については，今回の『定本久生十蘭全集』の完結を経てはじめて全体的に俯
瞰し検討することが可能になったといえるわけで，川崎賢子が論及しているように（注12），彫琢の文
体をもつ短の名手とか異端の小説の魔術師とか，1970年代の惹句的な十蘭像とは別のイメージが
これから描かれることになるであろう。
以上のように自作をふくめた先行作品の活用という十蘭的テクストの生成は，彼の創作歴を振り返
った場合，本稿で見たように「金狼」にはじまると考えられる。その点に注目するならば，「金狼」
を執筆するに際して久生十蘭という筆名が決定されたことは，象徴的である。LaTraditiondeMinuit
が「金狼」というテクストに変成羽化していく過程で，十蘭みずからがんだ換骨奪胎の技法は，そ
の後の久生十蘭的テクストの生成のひとつの鍵となったからである。
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（注）
1）この翻訳の詳細については，『定本久生十蘭全集』第11巻pp.755～757の解題を参照のこと。
2）『地の果てを行く』のみは未見であるが，調査したところでは永田逸郎訳『女騎士エルザ』第一書房 1936
年，永田逸郎訳『地の果てを行く』第一書房 1936年，大野多加志ほか訳『恋する潜水艦』国書刊行会
2000年，の三冊である。
3）本稿では，PierreMacOrlan LaTraditiondeMinuit Galimard 1955年を底本としている。
4）那須の推理については『定本久生十蘭全集』第1巻pp.230～234とp.671の解題，久我の説明に関しては
同書pp.241～242を参照のこと。
5）内田隆三『探偵小説の社会学』第三章 探偵小説の屈折と戦争 岩波書店
6）引用は『定本久生十蘭全集』第1巻p.254
7）塚本邦雄「蒼鉛嬉遊曲
ビスマスメヌエット
」，久生十蘭『黄金走曲』薔薇十字社（1973年）所収，p.360
8）初出は『直木賞作品集』（2）「あとがき」，引用は『定本久生十蘭全集』第10巻p.136による。
9）ファントマ，ジゴマ，ルレタビーユの翻訳翻案，および「魔都」と「ファントマ」シリーズ第5作「ファ
ントマに囚われた王」との関係については『定本久生十蘭全集』第11巻の解題を参照のこと。
10）この点については『定本久生十蘭全集』第7巻pp.665～666，浜田雄介の解題を参照のこと。
11）川崎賢子「踊りは水木 久生十蘭のこと」『図書』（岩波書店 2013年6月号）p.6
12）同 p.7
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